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「弟子訓練」テキスト対観表 

玉漢欽『信徒を目覚めさせよう‐弟

子訓練テキスト』A/B/C/D/E 

ヨハン早稲田キリスト教会弟子訓練教材 

『１２の門』基礎/養育/訓練 

はじめに 

なぜ、弟子訓練が必要なのか 

弟子訓練の心得 

 

《弟子訓練の基礎》 

A1 私の信仰告白と証し 

Act.22:3-16 

Mt.16:16-17 

A2 毎日神に出会う生活 

Mk.1:34-37 

Ps.119:97-102 

1Joh.1:6,9 

A3 デボーションの時間 

1Joh.2:15-17 

A4 生きていて力あるみことば 

Joh.20:30-31 

2Tem.3:16-17 

Heb.4:12-13 

A5 正しい祈りとは何か 

Heb.4:14-16 

Mt.6:5-8 

Mt.6:9-13 

Col.4:2 

A6 祈りに対する答え 

Mt.7:7-11 

Ex.33:12-14 

 

《救いの真理》 

B１聖書の権威 

Heb.1:1,2 

Joh.15:5-7 

2Pt.1:20-21 

Mt.26:51-54 

《基礎編》 

イエス・キリスト 

イエスの唯一性 

John.14:6 

1． イエス・キリストはどなたであるか 

John.14:6 

2． イエス・キリストの品性 

John.1:12 

3． 十字架の意味 

Rom.5:8 

4． イエス・キリストの復活 

1Col.15:3-4 

5． クリスチャンに内住するイエス・キリスト 

Rev.3:20 

6． イエス・キリストの教会 

Heb.10:25 

 

【第 1 の門】 

クリスチャンの始まり 

1． キリストとの関係 

John.1:12 

2． イエス・キリストの生涯 

Col.1:15 

3． キリストに導かれる人生 

Phil.4:13 

4． 信仰成長の原理 

2Timo.2:15 

5． QT‐神様の臨在 

Ps.119:105 

6． 適用 

 

【第 2 の門】 

クリスチャンの人生 
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B2 神はどのようなお方か 

1Chro.29:10-12 

Dt.10:12-13 

Ps.95:1-7 

B3 イエス・キリストはどのようなお

方か 

John.14:8-10 

Mk.6:31-56 

John.10:30-33 

Heb.2:14-18 

1John.4:2-3 

2John.7-10 

B4 三位一体の神 

Gen.1:1,26 

Mt.3:16,17 

Mt.28:19 

John.16:15 

1Pt.1:2 

Ep.1:3-14 

B5 人間の堕落とその結果 

Gen.2:15-17 

Gen.3:1-8 

Gen.3:17-19,24 

Rom.5:12 

Rom.3:9-18 

Act.16:29-31 

B6 イエス・キリストの死 

Mt.27:32-37,45-50 

Heb.10:11-14,18 

Rom.5:8 

B7 イエス・キリストの復活 

1Col.15:3-8 

Phil.2:9-11 

B8 約束どおりに来られた聖霊 

Lk.24:49 

Act.2:1-4 

1． クリスチャンの定義 

2Col.5:17 

2． 罪と勝利 

John.10:10 

3． 変化した生活 

Epe.2:10 

4． 霊的戦い 

Epe.6:10-12 

5． 霊的成長と成熟 

Epe.4:13 

6． 適用 

 

【第 3 の門】 

指導者訓練：個人伝道 

講義 1．神様の愛と赦しを体験する方法 

1John.1:9 

1Col.2:14-3:3 

Rom7:25-8:2 

講義 2．聖霊に充たされる方法 

John.14:12 

講義 3．聖霊によって歩む方法 

Epe.6:10-11 

講義 4．聖霊によって証しする方法 

Act.1:8 

講義 5．至上命令
．．．．

成就を果す方法 

Mt.28:18-20 

「私たちは歴史の大変革
．．．．．．

の時期に生きています」 

「至上命令はどのように成就されますか」 

「あなたが直接人々をキリストに導くことは霊的加
．．．

法方式
．．．

です」 

「あなたが新しいクリスチャンをよく訓練させ、弟

子としてつくりあげ、それによって彼らがまた他の

弟子をつくるようにすることは霊的乗法方式
．．．．．．

です」 

 

討議 1．四つの法則（1） 

Rom.10:14 
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B9 新しく造られた者 

John.3:1-8 

1Pet.1:23-25 

1Thes.1:2-7 

B10 信仰とは何か 

Rom.10:9-10,17 

Epe.2:8-9 

B11 義とされる恵み 

Rom.3:21-25 

Rom.4:4-8 

Rom.8:31-34 

B12 私たちの中に内在しておられる

聖霊 

John.14:16-17 

Gal.5:16-24 

Epe.5:18-25 

B13 キリスト者の聖化 

2Col.6:14-7:1 

Epe.4:25-32 

1John.3:2-3 

B14 イエス・キリストの再臨 

Mat.24:36-39 

1Thes.4:13-17 

1Col.16:22 

 

《信仰人格と生活》 

C1 従う生活 

Dt.10:12-13 

John.14:15,21 

Mt.7:24-27 

Jacb.2:14-19 

C2 奉仕の義務 

Lk.22:24-27 

1Pet.4:9-11 

3John.5-8 

C3 キリストを証しする生活 

※宿題：正体隠しの勧誘の実践 

討議 2．四つの法則（2） 

Epe.2:8 

討議 3．四つの法則（3） 

Rev.3:20 

※人々に「四つの法則」を紹介する方法⇒正体隠

し勧誘の伝授 

討議 4．聖霊ブックレット 

John.10:10 

討議 5．個人戦略 

※2Timo.2:2「多くの人の面前で私から聞いたこと

を、ほかの人々にも教えることのできる
．．．．．．．．．．．．．．．．

忠実な人

たちにゆだねなさい」 

※神様の計画＝霊的乗法繁殖 

「私たちの育成の目標は育成された者として霊的

乗法繁殖を通じた至上命令を達成するよう手助け

すること」 

 

【第 4 の門】 

聖書 

1． 永遠のベストセラー 

Mt.24:35 

2． 霊感によって書かれた神様の御言葉 

2Timo.3:16:17 

3． 聖書の中心主題 

1Col.15:3-4 

4． 聖書と能力 

Phil.4:12 

5． 霊の糧 

Mt.4:4 

6． 適用 

 

《養育編》 

【第 5 の門】 

聖霊 

1． 聖霊はどのようなお方か 
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2Col.5-17-19 

Mt.9:36-38 

Rom.9:1-3 

C4 人の徳を建てることば 

Jacb.3:1-10 

Mt.12:33-37 

Mt.7:1-5 

1Col.13:4-5 

C5 霊的成長と成熟 

1Col.3:1-3 

Col.2:6-7 

Epe.4:13-16 

C6 純潔な生活 

1Col.6:18-20 

2Timo.2:22 

Ps.51:10-12 

C7 キリスト者の家庭生活 

Epe.5:22-33 

Epe.6:1-4 

Dt.6:4-9 

C8 信仰者の人格の鍛錬 

Dt.8 

Job.1 

哀 3:19-23 

C9 キリストの主権 

Rom.14:6-8 

Rev.3:14-20 

C10 管理人の務め 

Epe.5:15-17 

1Chro.29:11-14 

1Timo.6:9-10 

1Timo.6:17-19 

1Pet.4:10 

Mt.25:14-30 

C11 霊的戦い 

John.15:18-19 

John.16:13,14 

2． 聖霊様の働き 

John.16:8 

3． 聖霊様とクリスチャンの働き 

Epe.5:18 

4． 聖霊充満の実と賜物 

1John.5:14-15 

5． なぜごく尐数のクリスチャンだけが聖霊様に満

たされるのか? 

1John.2:15-17 

6． どのようにすれば聖霊様の満たしを続けて受け

ることができるのか? 

John.14:21,John.15:10 

 

【第 6 の門】 

祈り 

1． 祈りの目的 

1John.5:14-15 

2． 祈りの特権 

Phil.4:6-7 

3． 祈りの方法 

1Col.14:41 

4． 祈りの応え 

Jacb.5:16 

5． 保証されている祈り 

Jeremiah33:3 

6． 祈りの生活の適用 

1Sam.12:23 

 

【第 7 の門】 

指導者訓練：養育 

1． 育成過程 

Heb.10:25 

2． 神様と私たちの関係においての優先順位 

Phil.4:4-6 

3． 個人育成‐6 回の出会い 
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1Pet.5:8-9 

Epe.6:10-18 

C12 新し戒め：互いに愛し合いなさ

い 

Rev.2:1-6 

Mt.22:37-40 

1Col.13 

Rom.12:20 

 

《新しい生活の鍵：聖霊》 

D1 罪に定められることは決してな

い 

Rom8:1-4 

D2 御霊のことを思う人 

Rom.8:5-11 

D3 からだの行いを殺す人 

Rom.8:12-16 

D4 苦難と栄光をともに受ける神の

相続人 

Rom.8:17-25 

D5 確かな二つの保証 

Rom.8:26-30 

D6 何ものも断ち切ることのできな

い関係 

Rom.8:31-39 

 

《教会と信徒の自画像》 

D7 教会とは何か 

1Col.1:2 

Epe.2:19 

Mt.22:1-14 

John.20:21 

Mt.28:18-20 

Epe.2:20 

Act.1:8 

D8 教会の存在理由：礼拝 

1Pet.3:15 

4． 祈る方法 

Mt.21:22,John.15:7,Mt.7:7,Jeremiah33:3 

5． 弟子訓練の目標 

※2Timo.2:2 

※加法倍加と乗法倍加 

「60 憶の人口を伝道するのに（  ）年しかか

からないはずです。」 

「結論：至上命令の私たちの目標は乗法倍加だ
．．．．．

け
．
を通して成し遂げられます。」 

6． 新来者の動機づけ 

Epe.4:12-13 

 

【第 8 の門】 

伝道 

1． 伝道はイエス様の命令です 

Mt28:18-20 

2． イエス様はこのように伝道されました 

John.4:35 

3． 聖書は伝道をこのように述べています 

1Pt.3:15 

4． 伝道と祈り 

Act.4:31 

5． 聖霊が伴われる伝道 

John.15:26-27 

6． 伝道は最高の愛である 

 

《訓練編》 

【第 9 の門】 

従順 

1． 従順の意味と基本姿勢 

John.14:15 

2． 従順の領域と対象 

Lk.5:5 

3． 従順と不従順 

1Sam.15:22-23 



2012 年 3 月 16 日（金）日本基督教学会関東支部会別添資料 

 

6 

 

Isa.43:1,21 

John.4:23-24 

Rom.12:1 

D9 教会の存在理由：訓練 

Rev.3:1-3 

Mt.28:18-20 

1Pet.2:2 

Act.20:32 

1Thes.5:14 

Act.19:8-10,18-20 

Epe.4:11-13 

2Temo.3:16-17 

D10 教会の存在理由：証し 

Mt.6:9-10 

Mt.13:33 

Rom.1:13-15 

Mt.24:14 

Lk.10:30-37 

1Pt.2:11-12 

D11 弟子の資格：すべてをゆだねる

者 

Mt.10:1 

John.8:31 

Act.2:41 

Lk.14:25-33 

Lk.9:57-62 

D12 弟子の資格：証人 

Lk.24:45-49 

Act.2:4,11,36 

Act.4:20 

Act.1:8 

Act.4:23-31 

D13 弟子の資格：しもべ 

13:13-17 

Phil.1:1 

2Col.4:5 

4． 従順の中での祝福 

John.14:21 

5． 従順を妨害する要素 

1Col.6:18 

6． 生活の中で明らかになる従順の生き方 

Gal.3:23 

 

【第 10 の門】 

キリストと管理者職 

1． 神様の所有権 

1Chron.29:11 

2． 時間の管理者職 

Epe.5:15-16 

3． 体で行う管理者職 

Rom.12:1 

4． 賜物を通した管理者職 

1Pet.4:10 

5． 物質を通した管理者職 

Lk.16:13 

6． 管理者の決算と適用 

2Col.5:10 

 

【第 11 の門】 

聖書概論 

1． 旧約聖書のテーマ 歴史書 

Gen.1:31 

2． 旧約聖書のテーマ 体験書 

Ps.1:1-2 

3． 旧約聖書の主題 預言書 

Jeremi.29:13 

4． 新約聖書（四福音書） 

Mt.28:18-19 

5． 神様の働きに関する書、手紙 

Act.1:18 

6． 聖書と私たちの生活 

Rev.1:8 
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Mt.25:31-46 

D14 からだの肢体と相互の働き 

1Col.12:27 

Col.1:18 

1Col.12:27-31 

1Col.12:14-26 

Col.3:16-17 

D15 あなたは王のような祭司であ

る 

Isa.61:6 

Rev.1:6,20:6 

Rom.8:15 

Heb.4:16 

John.16:23 

1John.1:9 

Heb.13:15,16 

Rev.8:3 

Ps.116:17 

Rom.15:16 

2Col.5:18-19 

1Pet.2:9 

 

《小グループの集いとリーダー

シップ》 

E1 小グループでの聖書勉強の教育

環境 

Mk.3:13-15 

Mt.13:34-36 

E2 小グループでの聖書勉強とリー

ダーシップ 

E3 小グループでの聖書勉強の導き

方 

E4 帰納的聖書勉強の実際 

Mk.6:1-6 

Isa53:3 

John.1:11 

【第 12 の門】 

指導者訓練：弟子化筍 

講義 1．弟子化筍構成のための聖書的挑戦 

目的：主の至上命令を成就するため、小さな筍を通

して人々を弟子化させることにあなたが一生献身し

る決心をする 

Act.1:8 

講義 2．弟子化筍の働きを発展させる方法 

目的：あなたが弟子化の働きを始め、発展させるた

めに動機を与え、それに可能にすること 

Mt.28:19 

講義 3．弟子化筍の目標と特徴 

目的：あなたが筍の集い導くための準備として、弟

子化筍の集いの目標と特性を理解できるように助け

る 

2Col.2:15-16 

講義 4．筍員の弟子化 

目的：あなたに弟子化訓練過程からいくつかの基本

的な原理と、集いを導くための実践的な方法を教え

る 

Mk.3:13-14 

講義 5．霊的運動に参加させること 

目的：霊的運動の特性と必要が分かり、運動と関連

し、弟子を育成するように動機付ける。 

Mt.28:19-20 

「ヨハン早稲田キリスト教会伝道訓練とは」 

（以下、受講者のメモ） 
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E5 小グループの指導法の見学と評

価 

E6 小グループの指導法の実習と評

価 

 

《旧新約聖書の主題と内容》 

E７創世記からヨハネの黙示録まで

教会とは何か 

E8 旧約聖書の十二時代 

2Timo.3:16-17 

E9 地図で見る旧約聖書 

Gen.1-11 

Gen.12-15 

Ex.12-14 

E10 旧約聖書各巻の主題（1） 

(創世記～ルツ記までの内容要約) 

E11 旧約聖書各巻の主題（2） 

（サムエル記～エステル記までの

内容要約） 

E12 旧約聖書各巻の主題（3） 

（ヨブ～雅歌、イザヤ～マラキま

での内容要約） 

E13 旧約聖書の生活原理（1） 

（創世記～１Sam の教訓話） 

E14 旧約聖書の生活原理（2） 

（２Sam～エズラ、ネヘミヤの教訓

話） 

E15 新約聖書の十二時代 

E16 地図で見る四福音書 

E17 地図で見る使徒行伝と手紙 

E18 新約聖書各巻の主題（1） 

E19 新約聖書各巻の主題（2） 

討議１．弟子化筍の聖書的根拠 

Mt.28:18-20（火種交際） 

Lk.14:25-35（主の方法） 

・親、妻、兄弟親族を憎む 

・自分の十字架を負う 

・私有財産の放棄 

・味気のない塩は捨てられる 

討議２．主の弟子化原理 

2Temo2:2 

「乗法方式なくして世界の福音化は達成されず、

乗法方式が指導する能力を持った可能性のある乗

法方式でなければ、世界の福音化は起こりませ

ん。」 

討議 3．弟子化筍の特徴 

1Tesa.1:3,8-10,2Col.10:12,Phil.4:6-8,1John.2:3-5 

Heb.12:1-3 etc. 

「乗法倍加なく、弟子化筍の目標は成就しません。

弟子化の目標は神様の御言葉に従順し、至上命令

成就を活発に助ける聖霊に満たされたクリスチャ

ンの運動を発展することにある」 

討議 4．筍員の弟子化 

Prov.27:23「あなたの羊の様子をよく知っておけ、

群れに心向けよ」 

目標 / 内容 / 計画と指針 / 背景と環境 / 正し

い見解 

討議 5．霊的運動に参加 

（加法倍加と乗法倍加の比較） 

世界の福音化にかかる年月 

加法倍加＝10,958 年 

乗法倍加＝20 年以内 

 


